
 

2025 年度 
 

 

 

大宮地区自治協議会 

定期総会 

日時 ： 令和 7 年 5 月 24 日 （土） 

14 時 開会 

場所 ： はぐくみセンター                                   

                           ９階 大講座室 



２０２５年度 

大宮地区自治協議会定期総会次第 
 

１，来賓ごあいさつ 

２，開会の辞 

３，会⾧あいさつ 

４，議⾧選出 

５，議事 

 

《報告事項》 

（１） ２０２４年度活動報告 

（２） ２０２４年度会計報告 

（３） 安全部会会計の内訳報告 

（４） 自治協議会会計監査報告 

（５） 安全部会会計監査報告 

 

《審議事項》 

（６） 自治協議会役員人事案 

（７） ２０２５年度活動計画案 
◆自治環境部会 ◆安全部会 ◆福祉部会  

◆育ち支援部会 ◆総務部会 

◆おおみや安心システム推進会議 ◆人権教育推進委員会 

（８）  自治協議会２０２５年度予算案 

（９）  安全部会２０２５年度予算の内訳案 

（10）  安全部会役員人事案・組織人事案 

 

６，閉会の辞 
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2025 年度活動方針（自治協議会の意義を生かし、その先へ） 

１．自治協議会の意義（｢目に見えない社会資本」面識社会づくり） 

 ❖「奈良市市民参画と協働によるまちづくり条例」により、大宮地区自治協議会が地域 

  を代表する組織として認定を受けて６年余りが経過した。“自分たちのまち
・ ・

は自分たち 

でつくる”という自主性と、構成団体や住民の力を組み合わせ、補完し合い、地域の 

総合力を発揮する仕組みとして、地域活性化への不断の努力が欠かせない。 

❖全国的に災害多発で人と向き合う大切さを痛感する場面が増え、同じ時と空間を共有 

し意志疎通する価値や効果はやはり大きい。あいさつ運動始め「ふれあい支え合い」 

を実践し、地域課題の解決にみんなで立ち向かおうという気概を生み出して「住みよ 

い住み続けたいおおみや」をめざしたいものだ。 

 

２．第３次「大宮自治活動計画」の中間期（活動の充実） 

 ❖昨年に策定した、向こう３年間の第３次「大宮自治活動計画（おおみや ai プラン）」の 

中間期に当り、課題解決の分野別部会ごとに活動計画を組み立て活動の充実を図る。 

❖支え合いを絶やさず一人ひとりをつなぐ仕組みとしてデジタル時代に相応しい先駆的 

な『おおみや安心システム』は、登録者 600 名を越えるが伸び悩んでいる。登録者増 

に耐える維持運営方式に切り替えるとともに、加入登録へ住民に要請し続ける。 

・広報紙｢きずな(絆)」によるニュース提供。また、市との協働の「しみんだよリ等」配布

事業は、自治会未加入者を含む全域に情報を伝達。軌道に乗る事業として推進する。 

 ❖私たちは立ち止まらずに「私たちにできることをやろう！」と“あいさつ運動”の呼び

かけをベースに、疎遠になった人と人との関係を取り戻す努力を続ける。 

・そしてニーズの高い関心事である防災防犯の活動、子どもたちの見守り、独居高齢者及 

び災害弱者対策に地道な活動を積み重ねることとする。 

 

３．活動のポイント（一人の 100 歩より、100 人の一歩） 

 自治協議会は、みんなの組織。一人ひとりのできることを積み重ね、まち
・ ・

をつくる。 

◇大宮地区社会福祉協議会の再生・・・・自治連合会・防災防犯協議会・民生児童委員 

協議会との主要４団体が地域活動の中心となり、地域課題解決に向かってそれぞれの 

特徴を生かしながら連携協働していくこととする。 

◇各部会連携と事務局充実・・・・各部会を構成する関係団体の強みを生かしつつ直接 

と間接部間の連携を図る。また、市の｢一括交付金｣制度の趣旨に則り、自治協議会・ 

自治連合会・防災防犯協議会が持つ事務機能の一体運営を進める。 

 

４．持続可能な「大宮まつり」へ（みんなで担ぐまつり） 

昨年に続き｢なら 100 年会館｣と共催し❖戻ってきたくなる まつり❖地域のつながり 

づくりーーをコンセプトに前夜祭との 2 日間の開催とする。 
そして、持続可能なまつりへ，多くの方から寄付金をお願いすることにした。 

楽しい出会いのある催しとし、時空を共有して大宮地区の一体感を盛り上げる。 

          （M.Y） 
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【奈良市大宮地区自治協議会の概要】 

組 織 名 大宮地区自治協議会 事 務 所 大宮町四丁目 313－3 

設立年月 平成３０年５月（設立総会） 市条例認定 令和元年１２月 

設立経過と 
現状 

①自治会加入率の低下による危機感（世帯は増えるが、無関心層増加）  

②地縁型組織の衰退傾向（自治会・万年青年 C・婦人会・PTAetc） 
③半世紀に及ぶ横断的組織「大宮地区福祉協議会」の存在で基盤あり 
④大宮小学校のコミュニティスクール設置・運営でマグネットの役割 
⑤“まとまること”の大切さを訴求し、準備期間２年半を経て設立へ 
⑥地域活動の体系的な展開； 
ビジョン☞実現目標・課題☞活動計画へ展開☞分野別部会の活動計画 

⑦条例による認定６年経過し、染みついた行動様式から抜け出せるか？ 
 

設立の 
メリット 

①ベクトル合わせで活動を効率的に実施し、全体最適化へ道筋つける 
②事務所の設置で、自治協・自治連・防災防犯協が同居し事務一体化 
③以前に比べ情報共有、意見交換、合意形成がスムーズに 
④事業所やマンション管理組合の加入（地域運営組織の加入率 UP） 
⑤市との協働事業（しみんだよリ等配布）で、全域への情報提供 
⑥デジタル方式の「おおみや安心システム」稼働（セコムの地域版） 
⑦活動にエビデンスの考え（例；評価シートで PDCA を回す） 

出てきた課題 

①地殻変動に加え、コロナの影響で社会参加する人が減少 
②自治協議会の知名度が不十分、構成員始め意識と行動変容が未達 
③組織を動かし活動するための資金不足（使いやすい財源の確保） 
④有償ボランティア制の導入が不可欠（お金がないと人を動かせない） 
⑤事務機能を充実していくため、事務人件費などの手当てが必要 
⑥情報リテラシー教育（特に高齢者対象）の実施 

課題に対する 
解決への取組 

①自治協議会活動の意義やメリットを伝える（広報紙・チラシ等の活用） 
②民主的でオープンな運営と発信（紙ベースとネット空間利用の併用） 
③まつりや交流イベントの開催、事業運営による人財発掘 
④事業所、管理組合の加入促進、稼ぐイベントなどによる資金増 
⑤事務的機能の充実（各部会・構成団体の事務処理を集約していく） 
⑥高齢者への情報リテラシー教育（人手とお金がかかるが？）  

 
【自治会加入状況（令和 6 年 4 月 1 日）】 

項 目 人 口 世帯数 自治会数 
自治会 

加入世帯数 
自治連合会 
加入世帯数 

自治会 
加入率 

市 全 域 348,286 167,786 1,120 107,826 94,553 64.26 

大宮地区 13,458 7,452 41 3,985 3,819 53.48 

比率(％) 3.86 4.44 3.66 3.69 4.04 ― 

 



【大宮地区自治協議会の設立と経過】 
 

＜設立趣旨＞地域コミュニティへの帰属意識の希薄化と担い手不足の深刻化に対処するとと 

もに、地域の将来像を描き「自分たちのまちは自分たちで選び、勝ち取っていく」との考え 

のもと、元気な今のうちに全員参加型の新しい仕組みを構築する。 

＜自治活動計画＞地域のビジョンを設定し、それを達成するための地域課題を抽出して地域 

 住民が自らの手で地域課題を解決するための計画を立案し、纏めたものを「自治活動計画」 

として位置づけ、役割分担しながら地域の総力を結集して実行していくこととする。 

＜主要経過＞ 
   平成２７年１０月 設立への準備会として「大宮自治組織づくり委員会」を結成発足 

   平成２８年 １月 奈良市の自治組織づくり「モデル地区」として指定 

平成２８年 ９月 地域ビジョンづくりのため「住民アンケート」実施 

  平成３０年 １月 ビジョン、自治活動計画、組織、会則、陣容、予算等の策定 

 〇平成３０年 ５月 「大宮地区自治協議会」設立総会、活動計画始動 

  平成３０年 ６月 大宮地区自治協議会のホームページ開設 

  平成３１年 ２月 臨時総会、第１次「大宮自治活動計画」確定 

  令和元年  ５月 定期総会、第１次「大宮自治活動計画」の委員会別計画スタート 

 ●令和元年  ６月 「奈良市地域自治協議会の設置及び認定に関する要綱」にもとづき 

           「大宮地区自治協議会」が設置認定 

 ●令和元年 １２月 奈良市市民参画及び協働によるまちづくり条例に「地域自治協議会」 

           が格上げ規定され、経過措置として「大宮地区自治協議会」が認定 

  令和２年  ５月 定期総会（新型感染症拡大防止のため書面による議決方式採用） 

  令和２年 １１月 臨時総会（「おおみや安心システム」の構築、活動計画見直し等） 

  令和３年  ３月 臨時総会（「委員会」制から「部会」制への変更、書面議決方式） 

  令和３年  ５月 定期総会（新型感染症拡大防止のため書面による議決方式採用） 

  令和４年  ２月 臨時総会 第２次大宮自治活動計画の策定（書面議決方式） 

  令和４年  ５月 定期総会 役員改選、2022 年度活動方針・計画、予算等審議可決 

令和５年  ５月 定期総会 役員改選、2023 年度活動方針・計画、予算等審議可決 

令和６年  ２月 臨時総会 第３次大宮自治活動計画の策定 審議可決し確定 

令和６年  ５月  定期総会 役員改選、2024 年度活動方針・計画、予算等審議可決 

 

＜地域自治協議会の定義

（奈良市市民参画及び協働によるまちづくり条例第２条第８号）

＞ 
 〇共同体意識の形成が可能な一定の地域（おおむね市立小学校の通学区域をいう。）にお 

いて、当該地域の住民、市民公益活動団体、事業者、学校その他のものが一体となって 

民主的に運営し地域づくりを行う組織で、市長の認定を受けて設置するものをいう。 

 ＜地域自治協議会の役割

（同条例８条の２）

抜粋＞ 
 〇地域自治協議会は、地域の課題解決を図るとともに、住みよいまちづくりの推進に努め 

るものとする。 

   〇地域自治協議会は、民主的で透明性の確保された運営を行い、市民に開かれた取組を行 

わなければならない。 
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年 月 日

2024
年

4
月

1
日

月 おおみや安心システム定期配信

4
月

6
日

土 大宮まつり実行委員会

4
月

10
日

水 安全部会（交通安全指導委員決起大会）

4
月

12
日

金 安全部会役員会・事務局会議

4
月

17
日

水 自治協議会事務局会議

4
月

18
日

木 自治協議会会計監査

4
月

18
日

木 JR奈良駅西まちづくり運営協議会

4
月

20
日

土 安全部会事務局会議

4
月

20
日

土 自治連合会定例総会

4
月

22
日

月 市・県民だより等配布事業

4
月

23
日

火 自治協議会正副会長会議

4
月

25
日

木 自治協議会理事会

5
月

1
日

水 おおみや安心システム定期配信

5
月

10
日

金 安全部会事務局会議

5
月

10
日

金 自治協議会・同安全部会総会資料配布

5
月

18
日

土 大宮まつり実行委員会

5
月

21
日

火 自治協議会事務局会議

5
月

22
日

水 タウンマネジメント協議会

5
月

22
日

水 福祉部会（手話講習会）

5
月

24
日

金 市・県民だより等配布事業

5
月

25
日

土 自治協議会・同安全部会定期総会

5
月

27
日

月 避難行動要支援者の支援プラン（市・福祉政策課訪問）

5
月

28
日

火 自治協議会正副会長会議

5
月

30
日

木 自治協議会理事会（諸団体に協力金の依頼書配布）

5
月

30
日

木 事業所・管理組合に協力金の依頼書配布

6
月

1
日

土 おおみや安心システム定期配信

6
月

4
日

火 おおみや安心システム推進会議開催

6
月

8
日

土 プラウド大宮町管理組合理事会に出席（自治協加入依頼）

6
月

14
日

金 安全部会事務局会議

6
月

15
日

土 大宮まつり実行委員会

6
月

16
日

日 万年青年クラブ連合会総会

6
月

19
日

水 自治協議会事務局会議

6
月

20
日

木 JR奈良駅西まちづくり運営協議会

6
月

21
日

金 市・県民だより等配布事業

6
月

21
日

金 広報紙「きずな（絆）」50号発行

6
月

25
日

火 自治協議会正副会長会議

6
月

26
日

水 福祉部会（手話講習会）

6 月 27 日
木 自治協議会理事会

2024年度活動報告 Ⅰ

活          動          内          容
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年 月 日

7
月

1
日

月 おおみや安心システム定期配信

7
月

4
日

木 安全部会事務局会議

7
月

6
日

土 大宮まつり実行委員会

7
月

12
日

金 安全部会事務局会議

7
月

16
日

火 自治協議会事務局会議

7
月

16
日

火 安全部会・防災訓練打ち合わせ（消防局）

7
月

21
日

日 安全部会防災研修会・地震のマイ・タイムライン

7
月

23
日

火 自治協議会正副会長会議

7
月

24
日

水 市・県民だより等配布事業

7
月

24
日

水 福祉部会（手話講習会）

7
月

25
日

木 自治協議会理事会

7
月

26
日

金 大宮まつり実行委員会

8
月

1
日

木 おおみや安心システム定期配信

8
月

1
日

木 安全部会事務局会議

8
月

2
日

金 大宮まつり実行委員会

8
月

9
日

金 安全部会臨時事務局会議（巨大地震注意発令）

8
月

9
日

金 大宮まつり前夜祭

8
月

10
日

土 大宮まつり

8
月

15
日

木 JR奈良駅西まちづくり運営協議会

8
月

20
日

火 自治協議会事務局会議

8
月

23
日

金 市・県民だより等配布事業

8
月

27
日

火 自治協議会正副会長会議

8
月

29
日

木 タウンマネジメント協議会

8
月

29
日

木 自治協議会理事会

9
月

1
日

日 おおみや安心システム定期配信

9
月

3
日

火 安全部会・大宮小３に出前講座（地域での活動）

9
月

10
日

火 安全部会・大宮小３に出前講座（防災倉庫見学）

9
日

12
日

木 安全部会・避難行動要支援者への見守り葉書郵送

9
日

13
日

金 安全部会事務局会議

9
月

19
日

木 自治協議会事務局会議

9
月

20
日

金 市・県民だより等配布事業

9
月

20
日

金 広報紙「きずな（絆）」51号発行

9
月

24
日

火 安全部会・大宮小３に出前講座（消火体験）

9
月

24
日

火 自治協議会正副会長会議

9
月

25
日

水 福祉部会（手話講習会）

9
月

25
日

水 安全部会（交通安全指導員決起大会）

9
月

26
日

木 自治協議会理事会

9 月 26 日
木 大宮地区社会福祉協議会設立

2024年度活動報告 Ⅱ

活          動          内          容
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年 月 日

10
月

1
日

火 おおみや安心システム定期配信（含むマ・メールテスト配信）

10
月

1
日

火 「大宮地区助け合い活動資金」活動開始

10
月

4
日

金 安全部会（全国地域安全運動奈良県民大会）

10
月

11
日

金 安全部会事務局会議

10
月

15
日

火 ダイワロイヤルネットホテル奈良訪問

10
月

17
日

木 JR奈良駅西まちづくり運営協議会

10
月

20
日

日 安全部会・県、市共催総合防災訓練に参加

10
月

22
日

火 自治協議会事務局会議

10
月

23
日

水 奈良市万年青年大会

10
月

23
日

水 福祉部会（手話講習会）

10
月

24
日

木 市・県民だより等配布事業

10
月

26
日

土 福祉部会・「ボッチャで楽しもう」開催

10
月

27
日

日 大宮地区自治協議会に高知市からの視察団が訪問

10
月

29
日

火 自治協議会正副会長会議

10
月

31
日

木 自治協議会理事会

11
月

1
日

金 おおみや安心システム定期配信

11
月

7
日

木 安全部会事務局会議

11
月

9
日

土 市・県民だより等配布事業会議

11
月

16
日

土 第1回大宮まつり実行委員会

11
月

17
日

日 安全部会・全ノボリの更新

11
月

21
日

木 自治協議会事務局会議

11
月

22
日

金 市・県民だより等配布事業

11
日

26
日

火 自治協議会正副会長会議

11
日

27
日

水 タウンマネジメント協議会

11
月

28
日

木 自治協議会理事会

11
月

30
日

土 プラウド奈良大宮町管理組合自治協議会加入説明会

12
月

1
日

日 おおみや安心システム定期配信

12
月

3
日

火 安全部会・大宮小３に出前講座（青パト）

12
月

4
日

水 安全部会・大宮小３に出前講座（大宮交番）

12
月

4
日

水 福祉部会（手話講習会）

12
月

13
日

金 安全部会事務局会議

12
月

18
日

水 自治協議会事務局会議

12
月

19
日

木 JR奈良駅西まちづくり運営協議会

12
月

20
日

金 市・県民だより等配布事業

12
日

20
日

金 広報紙「きずな（絆）」52号発行

12
月

24
日

火 自治協議会正副会長会議

12
月

26
日

木 自治協議会理事会

活          動          内          容

2024年度活動報告　Ⅲ
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年 月 日

2025
年

1
月

1
日

水 おおみや安心システム定期配信

1
月

10
日

金 安全部会事務局会議

1
月

11
日

土 大宮地区「新春の集い」

1
月

17
日

金 安全部会・大宮小３に出前講座（阪神淡路大震災体験談）

1
月

17
日

金 大宮地区社会福祉協議会の勉強会（市社協より講師）

1
月

18
日

土 第2回大宮まつり実行委員会

1
月

21
日

火 安全部会・大宮小３と災害時の食事体験

1
月

23
日

木 自治協議会事務局会議

1
月

24
日

金 市・県民だより等配布事業

1
月

28
日

火 自治協議会正副会長会議

1
月

30
日

木 自治協議会理事会

2
月

1
日

土 おおみや安心システム定期配信

2
月

3
日

月 安全部会・防災リーダー研修会

2
月

14
日

金 安全部会事務局会議

2
月

16
日

日 安全部会・防災訓練

2
月

17
日

月 自治協議会部会別ヒアリング

2
月

18
日

火 自治協議会部会別ヒアリング

2
月

19
日

水 安全部会・大宮小３防災授業参観

2
月

20
日

木 市・県民だより等配布事業

2
月

20
日

木 JR奈良駅西まちづくり運営協議会

2
月

21
日

金 自治協議会事務局会議

2
月

25
日

火 自治協議会正副会長会議

2
月

26
日

水 タウンマネジメント協議会

2
月

27
日

木 自治協議会理事会

3
月

1
日

土 おおみや安心システム定期配信

3
月

1
日

土 第3回大宮まつり実行委員会

3
月

2
日

日 安全部会・防犯講座

3
月

8
日

土 伊勢四郷地区協議会との研修会

3
月

14
日

金 安全部会事務局会議

3
月

21
日

金 自治協議会事務局会議

3
月

24
日

月 市・県民だより等配布事業

3
月

24
日

月 広報紙「きずな（絆）」53号発行

3
月

25
日

火 自治協議会正副会長会議

3
月

27
日

木 自治協議会理事会

3
月

29
日

土 佐保川クリーンキャンペーン

活          動          内          容

2024年度活動報告　Ⅳ
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]

単位：円

収入総額 6,439,274

支出総額 5,369,902

差引残高（次年度繰越） 1,069,372

＜収入の部＞
単位：円

項　　目 予算額 決算額 増減 摘　　要

前年度繰越金 877,434 877,434 0

協賛金 213,000 230,200 17,200 参加団体からの協賛金

助成金 1,530,000 1,525,925 -4,075 奈良市一括交付金

0 0 0 奈良市社協より・ふれあい給食200食相当分

事業助成金　助け合い 330,000 337,450 7,450 地区助け合い活動資金募金

事業収益金 0 0 0 大宮まつり収益分配金予定

広報紙配布事業 2,980,000 3,103,460 123,460

広告収入 20,000 0 -20,000 きずな（絆）広告

雑収入 0 304,130 304,130

借入金 0 0 0

寄付金 0 0 0

自治連合会（事務費） 60,000 60,000 0 事務局員経費

預り金・利息 5 675 670

収入合計 6,010,439 6,439,274 428,835

２０２４年度収支決算報告書（案）
２０２４年４月１日～２０２5年３月３１日

注記（再掲）

大宮地区助け合い活動資金収支

繰越金 388,690

募金額 337,450

支出 4～3月 390,380

差引期末残 335,760  '25年4月以降安心ｼｽﾃﾑに使用

　したがって自治協議会としての通常の繰越金は、
　　　　　　　　1,069,372ー335,760＝733,612となる。
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＜支出の部＞
単位：円

項　　目 予算額 決算額 増減 摘　　要

１．自治環境部会 0 0 0

２．安全部会 590,000 595,000 5,000 安全部会総会資料参照

３．福祉部会 250,000 86,242 -163,758 ボッチャ、ふれあい農園

４．育ち支援部会 150,000 98,047 -51,953 新･大宮会、リユース、大宮未来塾、子ども農園

５．総務部（きずな発行） 320,000 334,220 14,220 きずな

６．総務部（広報紙配布事業） 2,300,000 2,402,723 102,723 広報紙配布

７．おおみや安全システム
　　　　　　　　推進会議

450,000 390,380 -59,620 システム料金、説明会等経費他

８．人権教育推進協議会 0 0 0

９．民生委員等推薦委員会 0 0 0

10．防災井戸掘削積立金 50,000 50,000 0
自主防災防犯一括交付金では制度上積み立てで
きないため。 専用の別銀行口座で管理。

11．大宮まつり実行委員会 0 0 0

運営・事務局費 1,379,560 1,413,290 33,730

　内訳 事務所費 0 0 0 事務所借用水道光熱費　減免

240,000 210,530 -29,470 スマホ、WiFi、光回線

320,000 329,460 9,460 事務消耗品費　　ﾌﾟﾘﾝﾀｰｲﾝｸ,事務用品他

　　　 会議費 20,000 19,134 -866 お茶代

　　　 負担金 4,000 4,000 0 三笠公民館グループ協議会

　　　 会議資料作成他 0 0 0 事務用消耗品費に含む

　　　 講師謝礼 10,000 0 -10,000 防災訓練謝礼

　　　 交際・慶弔費 15,000 43,000 28,000 供花料、消防団

　　　 軽四維持費 145,560 131,556 -14,004 任意保険料、燃料費、車検・修理

　　　 新春の集い 25,000 27,960 2,960 新春の集い補填

　　　 借入金等返済 0 0 0

　　　 事務局員経費 600,000 647,650 47,650

1～11＋運営･事務局費 計 5,489,560 5,369,902 -119,658

予備費 100,000 0 -100,000

支出合計 5,589,560 5,369,902 -219,658

　　　 事務費
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2025年3月31日現在

品名

ロッカー 事務所（三笠公民館内） 2018年購入

ノート型パソコン 事務所（三笠公民館内） 2018年購入

インクジェットプリンター 事務所（三笠公民館内） 2020年購入 SOMPO助成

ノート型パソコン 事務所（三笠公民館内） 2020年購入 SOMPO助成

折り畳み机 事務所（三笠公民館内） 2020年購入 SOMPO助成

折り畳み机（幅広） 事務所（三笠公民館内） 2020年購入 SOMPO助成

折り畳み椅子 事務所（三笠公民館内） 2020年購入 SOMPO助成

書類ロッカー 事務所（三笠公民館内） 2020年購入 SOMPO助成

スチール棚 事務所（三笠公民館内） 2020年購入 SOMPO助成

レターボックス大 事務所（三笠公民館内） 2020年購入 SOMPO助成

レターボックス小 事務所（三笠公民館内） 2020年購入 SOMPO助成

書類ロッカー小（上置き） 事務所（三笠公民館内） 2021年購入

マイクおよびコード 事務所（三笠公民館内） 2023年購入

下駄箱 事務所（三笠公民館内） 2024年購入

1

1

備 品 明 細

2

1

保管場所等 備考数量

1(上下組)

1

1

1

1

4

1

1

12

2
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監 査 報 告 書（写） 

 

１．２０２５年４月１６日提出のあった、２０２４年度大宮地区自治

協議会の事業にかかわる会計について、２０２５年４月１６日監査

を行った結果、諸帳簿、各種諸票書類とも正確に処理されており、

収入支出ともに適正であったことを認めましたので、ここに報告い

たします。 

 

２．２０２５年４月１６日提出のあった、２０２４年度大宮地区自治

協議会の事業にかかわる事業報告について調査し、また年度内に行

われた会議、行事に参加ならびに外部より客観的に監査した結果、

積極的かつ効果的に事業が行われていることを認めましたので、こ

こに報告いたします。 

 

２０２５年４月１６日 

 

監 査（署名）山口 昌之 

立会人（署名）植原 敏子 


